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Gy”"oα”"”sp．（'65年型）の超微細構造

野呂忠秀・水野純・ 野沢治治＊

UltrastructureoftheRedTideDinoHagellate

Gy""0〃"吻加sp．（type-,65）fromOhmuraBay,Japan

TadahideNoRo,JunMIzuNoandKQjiNozAwA＊

Abstract

Aredtidephytoplankton，ＧＷ""･伽ｊｕｍｓｐ．（type-'65)，showsthegeneralcharacteristicsof

theDinophyceae，ｅ､9．chloroplasts，mitochondria，golgibodiesandnucleus・Thisunarmored

dinoHagellatehasacellcoveringcomposedofthreemembranesandmanyvesicles・Alarge

numberofvacuolesandlipidbodiesoccupytheperipheralareaofthecytoplasm、Ｔｈｅchloro-

plastscancontaineitherquasiradialorparallellamellae,typicallyconsistingofthreethylakoids

eachThepyrenoidismultiple-stalkedandlacksastarchcap．

KeylndexWords：chloroplast，dinoHagellate，Ｇ)'”･伽伽，pyrenoid，ｒｅｄtide，theca，
ultrastructure．

序

1965年以降，長崎県大村湾をはじめとする西日本各地では渦鞭毛藻Ｇｙ""o伽如加属の一

種が発生し赤潮現象を呈してきた（水産庁漁場保全課瀬戸内海漁業調整事務所，1979)．本

種は当初Gyl?zlzoa”""sp.（type-,65）と仮称されていたが（飯塚等，1966)，安達（1973）

は新種と認めＧｙ'，z"o成伽加刀αgasα賊と命名されるべきことを提唱した．しかし，この

命名は学会口頭発表であったため正式に用いることには問題が残されており，今尚本種は

Gy碗"o伽如加sp.（type-,65）として取り扱われている．

これまで本種に関しては，その発生現象（飯塚，1972；IIzuKA，1979）や，生理特性（沼

口等，１９７２；小野等，１９７９；本城，1979）についての研究が知られている．しかし，形態学

的な観察は不十分で，本種の分類や生理機能を考察する上での残された問題となっている．

今回，筆者等は透過型電子顕微鏡（TEM）を用いて，本種の超微細構造に関する二，三の知

見を得ることができたので，その結果をここに述べたい．

材料と方法

実験に供したGyl7zlzo或伽''zsp．（type-,65）は長崎県大村湾から採取されたもので，長崎

＊鹿児島大学水産学部海洋基礎生産学講座（Lab・ofMarineBotany,Fac・ｏｆFisheries,Kagoshima
Univ.,4-50-20Shimoarata,KagoshimaCity890,Japan）
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大学水産学部教授，飯塚昭二博士より分与を受けた．

本種はＮＨ－１５培地（STEIDINGER,1978)，温度２０°Ｃ,照度３～4,000j"工（白色蟹光灯)，

１２：１２時間明暗周期下で培養された．定常期に達した細胞を遠心分離後，３％Glutalal‐

dehyde＋0.25ＭＮａCl＋0.1MCollidineBufferと１％OsO4＋0.1MCouidineBufferで各々

一時間，室温固定し，エタノール脱水後エポン樹脂に包埋した．更にこの試料をSorvall

MT-1ウラトラミクロトームで超薄切片とし，酢酸ウラニルと硝酸鉛で電子染色後，日立

H-300型透過型電子顕微鏡によって検鏡した．

結 果

光学顕微鏡による観察：Ｇｙ”"o伽如''２sp・（type-,65）は，体長２０～30畑，体幅１５～

25ﾉαｍで暗黄色を呈す．体は届圧，前端はやや丸い．横溝は体の中央部よりやや前方に位置

し僅かに右旗する．縦溝は先端から後端にかけて真直ぐ伸び，場所により広狭を示す．細胞

中央から後半部にかけて位置する大型の核は径５～１０ノリｍで，その周囲には十個程の葉縁体

がある（Figs､１，２)．しかし，STEIDINGER（1978）がGyl7z"o伽伽ｚ伽ひｅ（後にHyc加一

伽c"s加州と改称；STEIDINGER,1979,1980）で述べた先端突出部（"apicalprocess，，）と

その凹みや，横溝の“ridge”は観察できなかった．

電子顕微鏡による観察：Fig.４に本種縦断面の電顕像を示した．細胞の左右と下部には，

それぞれ横溝と縦溝の切れ込みがある．しかし細胞上部の溝様凹みは，縦溝の一部なのか

apicallprocessの凹みなのか不明である．細胞中央には大きな核（Ｎ）が位置し，それを取

り囲むように，ピレノイド（p）の付着した葉緑体（ch）が散在する．また，これら細胞内小

器官の周囲は多数の液胞（v）によって占められる．

外皮(theca)．外皮は三層の膜（Fig.５）と，その外側の小胞（Fig.５，６）からなり，こ

の三層膜のうちの最内層のものは原形質膜と推察された．外皮上に一列に並んだ小胞は，径

0.1ﾉαｍ,長さ０．１５ﾉαｍ程で，稀にFig.６のような突起部も観察される．

鞭毛（Hagella)．鞭毛の表面には独特の縞模様（striatedstrand）が存在する．しかし，

鞭毛の内部構造や基部の構造，毛(hair)の有無については観察し得るに至らなかった（Fig.

3)．

核（nucleus)．本種の核は核膜に包まれた球形で，その内部は渦鞭毛藻特有の螺旋状

ＤＮＡを含む染色体（chromosome）によって占められている（Figs､７，８)．この染色体は一

断面あたり20個程見られたが，仁（核小体）は観察できなかった．

葉緑体(chloroplast)．通常，一断面あたり５～10個程の葉緑体が観察できた（Fig.４)．

これら葉緑体は長さ印、以下の楕円体で，２～３層のチラコイド（thylakoid）が重なって

できたラメラ（lamenae）が，平行あるいは放射状に配列している（Figs､９，１０)．また，葉

緑体外膜（chloroplastenvelope）の内側に沿って偏平な小胞がある（Fig.９)．

ピレノイド（pyrenoid)．周囲を膜で包まれたピレノイドは，少なくとも二本の短い柄

(stalk）によって葉緑体と連らなる．しかし，葉緑体のチラコイドがピレノイド中に貫入す

ることはない（Fig.９，１０)．

液胞系（vesiculation)．本種の細胞中には多数の液胞（v）が存在し，核・葉緑体・原形
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質は，この液胞系の中に浮遊するかの観を呈する（Figs､４，７，１０)．

その他の細胞内小器官．液胞の間隙をぬってミトコンドリア（mitochondria)，ゴルジ

体（Gclgibody）を含む原形質部が散在する（Figs､11,12)．ミトコンドリアは２層の外膜に

包まれ，内部に多数のクリステ（cristae）を含む．ゴルジ体は３～７層のゴルジ嚢と，その

周辺のゴルジ小胞からできている（Fig.１２)．また原形質内には，繊維物質を入れた繊維小

胞（fibrousvesicle）（Fig.１１）があり，これは鞭毛のｈａｉｒの前駆物質であろうと推測され

る．一方，外皮付近には，電子密度の高い物質が膜で包まれた油球（lipidbody）（Fig.１３）

や，分泌小胞（exocytoticvisicle）（Fig.１４）と思われる小器官も観察できる．しかし刺胞

(trichocyst）や水嚢（pusule）の観察には至らなかった．

考 察

今回観察したＧＷ，z"o伽如''２ｓp、（type-,65）の核や葉緑体は，渦鞭毛藻特有の形態を示し

た．渦鞭毛藻に共通の細胞内小器官としては，この他にも刺胞や水嚢が挙げられているが，

本研究においては十分な観察をするには至らなかった．

DoDGE等（1970）は渦鞭毛藻10属の外皮構造を調べ，８タイプに分けるとともに，その

構造が属固有の特徴となり得ることを述べている．これによればＧｙ沈冗戚伽加属は馬平

な小胞とプラグを組み合せた独特の外皮構造を示した．一方，STEIDINGER等（1978）は

Ｇｙｍ"o伽z伽z伽ひｅ（＝Ptycﾉho伽c"s伽伽)の外皮構造を調べ，２層の膜にはさまれた馬平

な小胞構造からなることを明らかにしている．しかし，本種Gyllz"o伽如加ｓｐ．（type-,65）

の外皮構造は前述のいずれとも異なった．渦鞭毛藻類の外皮構造に関する知見は，まだ不十

分であり，今後はＧｙ”"o伽伽加属および，その近縁種間での比較検討が必要であろう．

Ｇｙ"z"Ｃａ”"'”属のピレノイドについては，Ｇ・んSc""やＧ・ｓｊ”伽での研究から，その

存在が否定されていた（DoDGE等，1969；DoDGE1974)．しかし本種ではＧ・伽Ｄｅ（＝Ｐ・

伽伽）と同様のピレノイドが観察された．このピレノイドの存否も前述の外皮同様，今後

の比較検討を必要とする．

Ｇ・伽ひｅ（＝Ｒ伽姉）同様，本種でも細胞内に占める液胞の割合が多く，原形質の割合の

多いＧ,んSc"'?zやＧ､ｓｊ”伽とは対照的である．そのため本種は浸透圧の変化によって変

形し易く，細胞の固定操作を難しくしている．

以上のように，本種の細胞内構造に関して得られた知見を近縁種のそれと比較してみると，

本種は多くの点で，Ｇ・伽ひe(＝Ｐ・伽伽）と類似していた．しかし，外皮構造には明らかな

相違も認められた．

STEIDINGER（1979）は，横溝の“ridge，，構造と頂端の“apicalprocess，’の存在を理由に

G・伽ひｅをHycodjsc"s属へ移し，Ｐ・伽伽とした．従ってＲ伽伽と近縁関係にあると思

われる本種の分類学的位置を明確にするためには，横溝，縦溝，“apicalprocess，，及び

"ridge''を詳細に観察する必要がある．そのためには走査型電顕（SEM）等を用いての外部

構造の比較研究が待たれる．
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本稿を終えるにあたり，試料を供与下さり，その他援助を賜わった長崎大学水産学部教授，

飯塚昭二博士に厚く御礼申し上げる．
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